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事務担当者の急激な世代交代に伴う事務業務の技術継承が課題のため、全運
輸区の事務担当業務の一部を運輸部企画課に集約することを提案されました。 

◆提案での特徴点 
・事務担当の約半数が来年度までに退職するため急激な世代交代が進み、輸送総合システムの入力作業 
 の技術継承が課題。 
・運輸部企画課が一元的に輸送総合システムの入力を担い、その他の業務を現場の事務担当が担うこと 
 で効率的になる。 
・全職場で同一の状況報告書を使用し、記入方も統一するため12月の定例訓練で教育していく 
・実施後の標準数を全職場で１にするのは社員数の違いが業務量の差になるというより、入力作業を移  
 管することでその他の業務を一人で対応できるという考え。 
・状況報告書は当直と現場長がチェックした後、当直がPDF化したものを支社に送信する。 
・妊娠やケガ等で事務の補助をすることの考えに変化はない。 

箇所名 現在員数 実施後の標準数 増減 

習志野運輸区 ２ １ －１ 

千葉運輸区 ２ １ －１ 

佐倉運輸区 ３ １ －２ 

銚子運輸区 ２ １ －１ 

蘇我運輸区 ２ １ －１ 

鴨川運輸区 ２ １ －１ 

木更津運輸区 ２ １ －１ 

運輸部企画課 ３ － ＋２～３を検討 

◆提案内容は以下の通り 
 

・実施日  2021年1月15日 
 

・実施内容 運輸区の乗務員勤務実績の入力作業を運輸部企画課に集約する 

【実施箇所及び要員関係】 


